
館内を歩いて、避難体験と

特定非営利活動法人 ゆめフルたけとよスポーツクラブ

令和４年度 武豊町提案型協働事業

たけとよ新発見



テーマ

1. 災害発生時に備え、避難行動の疑似体験をしよう

2. 武豊のみそ・たまりを知ろう

3. 武豊の農産物、加工品を知ろう
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「平成２７VS令和３年 町民意識」 （令和３年町民等意識調査報告より）

・防犯意識（70％超）に比べ、防災意識（50％程度）は低い

・地元の農畜産物の購入比率が経年減少傾向（57.2％→49.2％）



地域課題

【防災分野】
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必ず訪れる地震等の災害についての防災知識を身につ
けておく必要があります。特に普段あまり外出されず、
ウォーキング等の運動をされない人は、避難目標地点
までに要する時間等の避難行動を知っておくことが必
要です。

武豊町の特産品、農産物等を目にする機会が少なく、
地産地消を推進する上では、幅広く目に触れる場を提
供する必要があります。

【産業分野】



内容１-１

武豊町総合体育館のランニングコース（1周180ｍ）
に3か所のエリアを設け、決められた回数歩いていた
だく（周回数を初、中、上級に分ける）
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内容１-２

みそ・たまりエリア

防
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内容１-3

 防災エリア（今回は津波避難）

ハザードマップと避難目標地点の写真を掲示し、避難
場所の再確認及び避難に要する時間を疑似体験してい
ただきます。

実際の避難経路には漂流する障害物等により、歩行困
難な場所があることを知っていただくため、ウォーキ
ングコース上にガレキ、タイヤ等の障害物の写真を掲
示します。
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内容１-3-2

1階ロビーには、津波の高さ３．２Mを体感できる掲
示と避難に必要な物資とリュックサックを展示し、重
さを体験していただきます。
また、津波による浸水の歩行体験を足におもりを付け
て、体験していただきます。
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内容１-4

 みそ・たまりエリア

六つ蔵の写真と紹介記事、みそ・たまりを使った料理
の写真、発酵食品の効能を掲示します。
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内容１-5

 武豊産品・加工品エリア

武豊の農産物・加工品の写真及び、まちの駅「味の蔵
たけとよ」の写真・場所を掲示します。
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内容２

 ９月から１１月までの３ケ月間
 参加費は無料
 参加条件は１８才以上であれば、どなたでも参加

できます

１８才以上とした理由は、ランニングコースで子ども
が参加した場合、ぶつかるなどのケガの恐れがあるた
めです。

完走後、アンケートを行い理解度確認をすると共に、みそ・たまり、農産
物・加工品への関心度を調査します

2ケ月程度経過後に再度アンケートを行い、災害に対する備えができている
か確認するとともに、地元商品・農産物について関心度を再調査します
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体育館利用の利点

 雨でも歩けます

 ３ケ月の長期開催とすることで、歩く速度が遅い
人も自分のペースで歩けます

 屋内のため交通事故の心配はなく、9時から21時
30分の間に自分の好きな時間帯に安全に歩けます
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体育館が利用できない日

 月曜日の休館および、スポーツ大会等のイベント
開催時、ランニングコースは利用できません
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歩く効果と楽しみをプラス

 ウォーキングは病気の予防、アンチエイジング効
果、気分転換、疲れを取る効果があると言われて
います

 みそ・たまりを使用した料理の写真を目で味わう
楽しみ

 コースを完走する達成感を味わっていただくと共
に、記念品をプレゼントします
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PR方法

 来館者へのチラシ配布

 武豊町総合体育館にポスター掲示および、図書館、
ゆめたろうプラザ、中央公民館にポスターの提示
を依頼します

 中日新聞朝刊に折込チラシをします。折込をする
ことで、来館されない方の参加を促します
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事業効果について
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【防災分野】

避難時の動揺・混乱が軽減されることに期待できます。
自らの歩行状態を知ることで自分に適した防災グッズ
の準備、避難計画等を考えるきっかけとなります。

武豊町の特産品、農産物の目に触れる機会を提供する
ことで、地産地消推進に寄与することが期待できます。

【産業分野】

町の様々な課題解決手法として、コース改良を施して
他分野との連携、アプローチも可能となります。

【その他】



最後に

さらなる課題解決に向け、以下の展開を考えています。

 実際のコースを歩いていただくこと含め、ウォーキ
ングコースの種類の検討

 健康分野との連携

 防災や産業分野においては、より効果的なコース内
容の検討

 今後、町が作成するマップへの情報共有と連携等
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